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本書の概要は、巻頭言の書き出し４行に集約される。「本書は、わが国自動車レー
スの草創期、大正末期の1922～25年に、東京の洲崎埋立地、陸軍立川飛行場、代々
木練兵場、大阪の城東練兵場、名古屋東練兵場で行われた計８回の自動車競争の
連戦を経糸とし、それに関わる様々な人々や社会現象を緯糸とする、一つの群像
譚である。」

「群像」として描かれる面々は、菅原俊雄、屋井三郎、山階宮武彦王、小林吉次郎、
多田健蔵、野澤三喜三、諫早不二雄男爵、内山駒之助、北白川宮成久王、朝香宮
鳩彦王などなど、枚挙にいとまない。本書はその中心に、巻頭言を記した藤本隆
宏東京大学名誉教授の祖父、藤本軍次を据えた。

自動車と蒸気機関車、飛行機がスピードを競っていた、今としては不思議とし
か言えない時代。自動車の自由なスピードに魅了された人々の間では自動車競争
への熱気が高まっていた。そして、シアトルの日系移民だった藤本軍次がレース
カー、ハドソン号とともに帰国したことは、あたかも充満していたガスに対する
発火装置のように働いたという。

蒸気機関車との競争に中山道の高崎が登場し、オートモ号の松島行では太田を
経由するなど、群馬県ともまんざら無関係ではない。帝国自動車協会の常任理事
として、碓氷郡豊岡村（現高崎市豊岡町）出身で輸入車販売の（株）ヤナセの創業者、
梁瀬長太郎の名前も見える。加えて、大井川を渡る橋がないことを知らずに東海
道を走ったり、飛行機を見るために木に登り、後にアート商会でカーチス・レー
サーを組み立てた少年が本田宗一郎だったり、レース周辺のエピソードもほほえ
ましい。
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